







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(但 し,蒲 生堂八〇年 は調査票よ り)
釧 蒲生剄 35(100)
注1)各 年 次 『農業 センサス』 より,













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表一2類 型 区 分














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1)専 業2)1兼3)皿 兼4)抑 制5)離 農


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































近 代 的 農 民
慣 習 的 農 民
(分類不明)農民
非 農 民
10
 
　43構 成 比11323
注)数 字=%(但 し47=97%)
六
%
な
の
に
対
し
て
、
「
自
分
の
意
見
を
す
す
ん
で
の
べ
る
」
と
す
る
者
は
四
三
%
と
、
前
者
を
上
回
っ
て
い
る
。
旧
来
の
「伝
統
主
義
・
保
守
主
義
・
権
威
主
義
」
と
云
わ
れ
る
農
民
の
意
識
が
、
近
代
主
義
・
合
理
主
義
へ
と
変
わ
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
慣
習
的
農
法
農
民
よ
り
も
、
近
代
的
農
法
農
民
の
方
が
近
代
的
・
合
理
的
な
考
え
方
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
村
落
構
造
や
農
業
生
産
に
関
し
て
旧
来
の
家
族
労
働
を
主
体
と
す
る
慣
習
的
農
民
よ
り
も
、
機
械
化
体
系
を
確
立
し
た
近
代
的
農
民
の
方
が
自
己
の
利
害
と
一
致
し
な
い
制
度
・
慣
行
を
突
き
崩
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
は
、
旧
来
の
伝
統
性
と
慣
習
性
に
依
拠
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
村
落
社
会
は
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
go
四
、
ま
と
め
に
か
え
て
(村
落
社
会
の
変
容
)
当
村
に
於
け
る
広
域
農
道
の
完
成
は
、
在
村
通
勤
を
可
能
に
さ
せ
、
兼
業
深
化
を
招
い
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
日
常
生
活
は
増
々
都
市
化
・
高
度
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
現
時
点
で
は
一
加
を
分
解
基
軸
と
し
て
慣
習
的
農
法
農
家
と
近
代
的
農
法
農
家
と
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
一
・
五
加
以
下
で
は
「機
械
化
貧
乏
」
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
土
地
集
積
の
可
能
性
が
少
な
く
、
近
代
的
農
法
農
家
や
慣
習
的
農
法
中
層
農
が
農
業
の
継
続
拡
大
を
希
望
し
て
も
彼
ら
が
「
中
核
的
」
な
大
規
模
農
家
と
な
り
う
る
条
件
も
少
な
い
。
し
か
し
意
識
の
面
で
は
、
近
代
的
農
法
農
民
が
先
導
し
つ
つ
「
伝
統
主
義
」
か
ら
「近
代
主
義
」
へ
と
変
わ
っ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
農
民
層
と
し
て
は
、
一
・
五
勿
を
分
解
基
軸
と
し
て
農
民
層
分
解
が
展
開
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
が
、
大
規
模
農
家
形
成
の
可
能
性
は
少
な
く
、
兼
業
依
存
を
強
め
な
が
ら
、
多
数
の
近
代
的
農
法
中
層
農
の
形
成
と
、
慣
習
的
農
法
下
層
農
と
が
残
存
し
、
生
活
活
動
や
意
識
な
ど
の
面
で
の
分
解
が
進
行
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
一
二
軒
存
在
す
る
非
農
家
群
の
う
ち
明
確
に
離
村
の
意
志
を
表
明
し
て
い
る
の
は
一
軒
に
過
ぎ
ず
、
多
く
は
農
村
内
在
村
非
農
家
と
し
て
残
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
今
後
の
村
落
の
社
会
構
成
は
、
兼
業
化
し
つ
つ
も
農
業
経
営
上
の
対
応
を
み
せ
る
「近
代
的
農
法
上
中
層
農
」
と
、
兼
業
依
存
を
深
め
何
ら
賃
金
労
働
者
と
変
わ
り
な
い
「
慣
習
的
農
法
下
層
農
」
、
そ
し
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
自
営
業
者
層
と
し
て
の
「非
農
家
」
群
の
三
者
構
成
の
も
と
に
運
営
さ
れ
る
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
旧
来
の
同
質
的
な
農
村
社
会
か
ら
、
異
質
的
な
「
内
部
混
住
社
会
」
化
を
呈
す
る
の
で
あ
る
。
在
村
通
勤
兼
業
農
民
を
生
活
に
即
し
て
考
え
る
と
、
「都
市
住
民
と
同
じ
く
二
重
の
生
活
圏
を
持
つ
人
」
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
も
、
「
し
か
し
農
村
は
、
農
業
を
主
産
業
と
し
て
持
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
(
26
)
な
お
村
落
共
同
体
性
を
多
か
れ
少
な
か
れ
と
ど
め
て
い
る
」
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
ふ
た
つ
の
「
生
産
の
場
」
を
も
っ
た
農
民
は
、
兼
業
深
化
(そ
れ
は
、
恒
常
的
勤
務
者
の
増
加
に
よ
っ
て
端
的
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
)
に
よ
っ
て
自
家
農
業
の
就
業
形
態
そ
の
も
の
の
変
容
を
迫
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
の
農
業
に
対
す
る
か
か
わ
り
方
の
総
体
を
経
済
的
構
造
と
し
て
も
つ
村
落
共
同
体
性
に
も
変
容
を
迫
っ
て
彼
ら
の
農
業
を
成
立
・
存
続
さ
せ
得
て
い
た
村
落
内
部
の
「共
同
労
働
」
の
形
感
の
変
化
と
な
っ
て
集
中
的
に
あ
ら
わ
れ
る
。
当
地
区
の
『部
落
諸
規
約
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
諸
行
事
の
う
ち
、
農
業
関
係
上
、
共
同
労
働
で
行
な
わ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
毎
年
五
月
と
九
月
の
「耕
作
道
路
修
理
」
、
九
月
の
「川
さ
ら
へ
」
、
一
月
二
〇
日
の
「
野
村
」
三
月
二
〇
日
の
「
荒
井
」
四
月
八
日
の
「平
田
井
」
と
云
っ
た
溜
池
等
の
「
定
例
普
請
」、
お
よ
び
半
ば
習
俗
的
な
行
事
と
し
て
、
七
月
三
日
の
「御
田
虫
あ
ふ
ぎ
」
(現
在
、
廃
止
)
が
認
め
ら
れ
た
。
春
秋
二
回
に
渡
っ
て
行
な
わ
れ
る
「耕
作
道
路
修
理
」
に
お
け
る
変
化
は
、
ま
ず
第
一
に
、
各
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
個
別
農
家
だ
け
の
レ
ベ
ル
で
な
く
、
そ
の
総
体
と
し
て
の
'
91
.
村
落
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
農
外
の
通
勤
兼
業
化
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
き
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
第
二
に
、
も
と
も
と
集
落
内
の
み
の
道
路
補
修
で
な
く
農
用
道
路
の
修
理
に
重
き
を
置
い
て
い
た
(五
月
と
は
田
植
ま
え
、
九
月
と
は
稲
刈
ま
え
を
意
味
す
る
)
た
め
に
、
農
家
と
非
農
家
を
区
別
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
農
家
に
た
い
し
で
は
、
参
加
義
務
が
課
せ
ら
れ
、
参
加
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
「
不
参
料
」
が
徴
収
さ
れ
、
反
対
に
非
農
家
の
場
合
に
は
、
参
加
義
務
も
不
参
料
徴
収
も
無
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
従
来
の
よ
う
に
村
落
が
ひ
と
ま
と
ま
り
と
な
っ
て
、
共
同
目
的
を
全
体
と
し
て
の
共
同
組
織
で
行
う
と
云
っ
た
共
同
性
の
崩
壊
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
福
武
直
氏
は
、
今
な
お
村
が
一
体
性
・
伝
統
性
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
根
拠
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
水
稲
生
産
が
「今
な
お
部
落
に
よ
る
(
27
)
水
利
の
統
制
を
程
度
の
差
は
あ
れ
必
要
と
し
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
す
る
。
た
し
か
に
「野
村
」
や
「平
田
井
」
と
云
っ
た
溜
池
の
普
請
は
、
本
年
ま
で
毎
年
決
め
ら
れ
た
月
日
に
旧
来
ど
お
り
執
り
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
構
造
改
善
事
業
の
一
環
と
し
て
深
井
戸
サ
ク
セ
イ
の
鑿
井
が
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
完
成
す
れ
ば
、
溜
池
は
耕
作
上
不
要
と
な
り
、
現
在
、
部
落
内
で
は
溜
池
の
処
分
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
旧
来
か
ら
の
水
利
体
系
が
根
底
か
ら
崩
壊
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
部
落
に
よ
る
統
制
も
必
要
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
規
約
』
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
収
穫
さ
れ
た
米
も
、
丿
従
来
で
は
一
旦
部
落
で
集
荷
し
、
そ
の
あ
と
で
農
協
へ
出
荷
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
が
、
一
昨
年
か
ら
各
個
別
農
家
が
直
接
農
協
へ
出
荷
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
一
方
で
は
個
別
農
家
自
体
の
相
対
的
な
独
立
性
が
以
前
に
比
べ
て
強
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
や
は
り
部
落
全
体
と
し
て
の
農
家
の
共
同
性
・
統
一
性
が
維
持
し
え
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
区
会
や
普
請
の
参
加
状
況
や
組
織
の
明
確
な
存
続
な
ど
を
と
っ
て
み
る
と
、
部
落
は
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
を
見
せ
て
機
能
し
て
い
る
と
云
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
よ
う
な
農
業
生
産
に
か
か
わ
る
側
面
で
の
ム
ラ
の
ま
と
ま
り
が
崩
壊
し
て
ゆ
く
と
、
部
落
住
民
の
意
識
の
う
え
で
、
も
は
や
部
落
を
ま
と
め
よ
う
と
す
る
「
部
落
住
民
の
『平
和
』
を
め
ぐ
る
意
識
が
今
で
も
主
体
性
を
お
さ
え
(28
)
て
」
お
く
意
識
も
必
要
で
な
く
な
り
、
異
質
分
化
す
る
農
家
や
非
農
家
が
自
己
の
利
害
に
関
し
て
「積
極
的
に
意
見
を
の
べ
る
」
よ
う
に
な
る
と
、
村
落
の
社
会
構
造
も
ま
た
異
質
化
混
住
化
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
あ
と
が
き
本
調
査
に
資
料
等
の
御
協
力
を
下
さ
っ
た
各
行
政
機
関
、
お
よ
び
調
査
に
際
し
多
大
の
御
迷
惑
を
お
か
け
し
た
区
長
様
は
じ
め
蒲
生
堂
の
皆
様
に
深
く
御
詫
び
と
、
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
本
調
査
に
際
し
て
共
に
従
事
し
、
御
指
導
し
て
下
さ
っ
た
古
宮
先
輩
の
御
92
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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)
東
敏
雄
、
一
九
七
四
、
「
現
段
階
日
本
資
本
主
義
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る
小
農
民
経
営
と
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落
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、
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落
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、
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、
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(
5
)
農
政
調
査
委
員
会
編
、
一
九
七
五
、
『
農
業
統
計
用
語
辞
典
』
、
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
三
三
頁
。
(
6
)
数
値
は
、
一
九
八
〇
年
一
月
一
日
現
在
、
近
畿
農
政
局
発
表
。
(
7
)
農
政
調
査
委
員
会
、
一
九
七
五
、
二
〇
頁
。
(
8
)
管
沼
正
久
、
一
九
七
五
、
「
『農
民
層
分
解
論
』
研
究
覚
え
書
」
、
東
京
農
業
大
学
農
業
経
済
学
会
、
『
農
村
研
究
』
、
第
四
〇
号
、
一
二
頁
。
(
9
)
伊
藤
喜
雄
、
一
九
七
三
、
「
中
農
の
消
滅
と
あ
た
ら
し
い
上
層
農
」
、
全
国
農
協
中
央
会
編
、
『
農
業
協
同
組
合
』
、
五
月
号
井
野
隆
一
、
一
九
七
三
、
「
国
家
独
占
資
本
主
義
下
の
農
民
層
分
解
」
、
同
、
六
月
号
常
盤
政
治
、
一
九
七
三
、
「
現
代
資
本
主
義
下
の
農
民
層
分
解
」
、
同
、
七
月
号
梅
村
又
次
、
一
九
七
三
、
「
『
あ
た
ら
し
い
上
層
農
』
論
へ
の
感
想
」
、
同
、
八
月
号
酒
井
淳
一
、
一
九
七
三
、
「
現
段
階
の
農
民
層
分
解
の
諸
形
態
」
、
同
、
九
月
号
花
田
仁
伍
、
一
九
七
三
、
「
商
品
生
産
の
論
理
と
資
本
制
商
品
生
産
の
論
理
と
」
、
同
一
〇
月
号
梶
井
功
、
一
九
七
三
、
「
『
変
動
過
程
』
の
事
実
認
識
を
共
通
に
」
、
同
、
一
二
月
号
。
(
10
)
宇
佐
美
繁
、
一
九
七
五
、
「
現
段
階
に
お
け
る
農
民
層
分
解
の
構
造
と
農
村
の
階
層
構
成
」
、
田
代
洋
一
・
宇
野
忠
義
・
宇
佐
美
繁
土
ハ著
、
『
農
民
層
分
解
の
構
造
-
戦
後
現
段
階
』
、
御
茶
の
水
書
房
。
(
1
)
高
橋
明
善
、
一
九
七
三
、
「
農
村
家
族
の
変
化
と
婦
人
の
地
位
」
、
現
代
の
エ
ス
プ
リ
翫
六
六
、
『
日
本
の
農
村
』
、
至
文
堂
、
一
〇
七
～
八
頁
。
(
12
)
田
代
洋
一
、
一
九
七
五
、
前
掲
『
農
民
層
分
解
の
構
造
-
戦
後
現
段
階
』
、
九
六
頁
註
六
。
(
13
)
安
原
茂
、
一
九
七
七
、
「
農
民
層
分
解
と
農
村
社
会
の
構
成
」
、
福
武
直
監
修
・
蓮
見
音
彦
編
、
『
農
村
社
会
学
』
(社
会
学
講
座
四
)
東
京
大
学
出
版
会
、
六
三
頁
。
(
14
)
伊
藤
論
文
、
前
掲
、
九
〇
～
九
三
頁
。
(
15
)
梶
井
論
文
、
前
掲
、
一
〇
〇
頁
。
(
16
)
井
野
論
文
、
前
掲
、
六
九
頁
。
(
17
)
酒
井
論
文
、
前
掲
、
=
○
頁
。
(
18
)
・
こ
の
場
合
、
「機
械
」
や
「
土
地
」
の
所
有
権
が
民
法
上
は
個
人
で
あ
っ
て
も
、
実
質
的
に
は
そ
の
「
農
家
」
が
所
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
こ
と
か
ら
も
類
型
の
単
位
と
し
て
は
、
個
々
の
「
農
業
経
営
者
」
よ
り
「
農
家
」
の
方
が
適
切
だ
と
思
わ
れ
る
。
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(
19
)
皆
川
勇
一
、
一
九
六
六
、
「
『
就
業
構
造
の
近
代
化
』
と
農
家
労
働
力
市
場
の
変
貌
」
、
『
村
落
社
会
研
究
』
、
第
二
集
、
塙
書
房
、
二
三
九
頁
。
(
20
)
辻
雅
男
、
一
九
八
〇
、
「
零
細
圃
場
分
散
の
存
在
形
態
と
農
業
生
産
力
i
農
民
層
分
解
論
へ
の
接
近
」
、
農
林
統
計
協
会
、
『
農
林
統
計
調
査
』
、
一
月
号
。
(
21
)
皆
川
論
文
、
前
掲
、
二
四
四
頁
。
(
2
)
大
内
力
、
一
九
七
〇
、
『
農
業
問
題
i
改
訂
版
』
、
岩
波
全
書
、
八
～
一
〇
頁
。
(
23
)
こ
こ
で
所
有
面
積
で
は
な
く
、
経
営
耕
地
面
積
を
と
っ
た
の
は
、
減
反
政
策
に
よ
る
休
耕
地
の
存
在
を
考
慮
に
入
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
(N
)
S
c
h
u
ltz
,
T
h
e
o
d
o
r
e
W
.,
19
6
4
,
T
r
a
n
sf
o
y
n
ain
g
T
r
a
d
itio
n
a
l
A
g
r
ic
u
ltu
r
e
,
逸
貝
謙
三
訳
、
一
九
六
九
、
『
農
業
近
代
化
の
理
論
』
、
東
京
大
学
出
版
会
。
(
25
)
総
戸
数
五
三
戸
、
う
ち
調
査
票
(
八
〇
年
七
月
実
施
)
回
収
数
四
七
(内
訳
、
農
家
三
五
戸
、
非
農
家
一
二
戸
)
で
あ
っ
た
。
(
26
)
坂
本
慶
一
、
一
九
七
八
、
「
農
村
に
お
け
る
生
活
圏
の
課
題
」
、
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
総
合
特
集
翫
一
一
、
『
国
土
計
画
と
生
活
圏
構
想
』
、
有
斐
閣
、
一
一
五
頁
。
(
27
)
福
武
直
、
一
九
七
八
、
『
現
代
日
本
社
会
論
』
(第
二
版
)
、
東
京
大
学
出
版
会
、
七
三
頁
。
(
28
)
福
武
直
、
一
九
七
三
、
「
村
落
の
社
会
構
造
」
、
現
代
の
エ
ス
プ
リ
恥
六
六
、
『
日
本
の
農
村
』
、
至
文
堂
、
一
五
一
頁
。
(大
学
院
修
士
課
程
)
'
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